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あけましておめでとうございます。 

平成最後の年となりましたが、本年が平穏な年になることを願っています。 

さて、昨年 4月に行われた診療報酬と介護報酬の同時改定では在宅の患者様へのサービスを充実する 

方向性が示されています。その中でも特に注目すべき点は、地域密着型の中・小病院に在宅医療への 

参加を促していることです。このような事情から、当院でもこの 1月から訪問診療と訪問看護事業を 

はじめることといたしました。近隣の事業所などと連携しながら少しでも地域の在宅医療に貢献でき 

ればと考えています。 

いずれにいたしましても、地域の医療をささえていくためには医療と看護・介護の連携がますます重要となってきます。 

本年もよろしくお願い申し上げます。 

 

  1月に着任しました松﨑慈子です。２年ほど前まで、当院で勤務していましたが、夫の転勤に伴 

  い、四国で 2年間を過ごしました。他の病院をいくつか経験して、宝塚第一病院のスタッフたち 

  はコミュニケーションが取りやすく、よく勉強しており、フットワークが軽い！また、みんなと 

  働きたい！と思って戻ってまいりました。これまで通り、糖尿病、骨粗鬆症、一般内科に加え、  

慢性腎臓病などもしっかり診療してゆきたいと思います。2 年間、異なる環境で勉強してきたことを生かして、自分の全

力を尽くしつつ、スタッフのみんなと知恵を出し合い、患者様が希望される生活が実現するよう、努めてまいります。あ

らためて、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

～着任医師のご紹介～ 

 

 

～新年のご挨拶～ 

こんにちは、宝塚第一病院薬剤部です。 

薬剤部は常勤薬剤師 7 名、非常勤薬剤師 4 名、事務職員 1 名の合計 12 名で構成されています。 

外来患者さんのお薬は、時間外・処置等の一部のお薬を除いて全てのお薬が院外処方せんとなりました。そのため以

前と比べて外来患者様と接する機会は減りましたが、必要に応じて外来でも服薬の説明をさせて頂いています。また、

処方せんの不備のために院外薬局でお待たせすることが無いよう、院外処方せんを発行する際には一枚ずつ薬局でチェ

ックを行い、患者さんへお渡ししています。患者さんご本人の事も考えて院外薬局とも連携を取っておりますので、ご

不安な事などがありましたら病院の薬剤師または院外薬局の薬剤師にお伝えください。 

病棟ではより安全で有効な治療のために、入院患者さんの持参薬管理・服薬指導・薬品管理                               

なども行っております。 

            最近ニュースなどで大量のお薬の飲み残しの問題が報道されています。入院される患者様の

中にも飲み残したたくさんのお薬を持って来られる方が増えています。どうしても「飲み忘れてしまう」「飲みにくい」

など、診察科で先生にお話しにくいような事など、お困りのことがありましたらご相談ください。 

薬剤部では「お薬の事なら何でも任せて」という気持ちでチーム医療の一員として、他職種とも 

情報交換を密に行っております。尚和会グループ 4 施設間での薬についての情報共有にも関わって 

おりますので、他施設の事でも何かご相談・ご質問等ございましたら、2 階中央にございます 

薬剤部にお気軽にお声をかけていただければ幸いです。 
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内科医師 松﨑 慈子 
まつざき    ちかこ 

理事長 
な す    のりみつ 

那須 範満 

 



                    

 

 

～在宅医療の充実、 

地域医療への貢献を目指して～ 

訪問診療・訪問看護始めます！ 

医療法人 尚和会 宝塚第一病院 

〒665-0832 宝塚市向月町 19-5 

ＴＥＬ：0797-84-8811(代表) 

ＦＡＸ：0797-85-2722(訪問専用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年１月 23 日より、当院から訪問診療及び訪問看護サービスの提供をさせて頂きます。 平成 30 年

11 月現在において、宝塚市の人口の 27.3％以上が 65 歳以上となり、今後も高齢者人口は増加していく中で、

やはり在宅医療の充実は欠かすことができないものとなりました。そこで当院も地域医療の一端を担いたく、訪問診

療と訪問看護事業を行うことと致しました。 

◆開設当初は、【みなし訪問看護】として立ち上げとなります。 

みなしのうちに確実な実績を積み、より多くの医療施設、 

介護施設や地域住民の方が利用しやすい訪問診療、 

訪問看護を目指します。 

 

 

訪問診療 

・訪問診療担当医師 

院長：那須 範満＜整形外科医師＞ 

・訪問看護 

訪問看護センター長：渡辺 和美 他 

・訪問相談 

訪問担当：地域医療連携室：二宮 

  医事課：中村 

 

 

脱水の評価 

栄養の評価 

感染症の評価 

検査は？ 

抗菌薬は？ 

現場で看護師の教育 
患者さんの観察 

医師から指示

医師へ報告 

食事量は？ 

体重は？ 

全身状態は？ 

手術は？ 

 
観察は？ 

処置どうする 

 
多忙な医師の代わりに手順を用いて、患者様への迅速な対応が可能になります。 

医師の負担軽減ができるように「治療」「看護」の両面から患者様を支えます。 

 

●「特定行為」とは・・・ 

特定行為研修を修了した看護師が、 

医師の判断を待たずに手順書（指示）により、 

タイムリーに診療の補助 

（例えば脱水時の点滴など）を実践すること 

 

●実施できる「特定行為」は？ 

・持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整   

・脱水症状に対する輸液の補正 

・感染徴候のある者に対する薬剤の臨時の投与   

・中心静脈カテーテルの抜去 

 

●感染管理認定看護師が行う「特定行為」 

 院内の感染対策 ＋ 個別の患者さんの対応（特定行為） 

 

 ●今後の取り組み 

・地域の感染対策 ＋ 地域での特定看護師の活動 

 地域で、勉強会など積極的に行います。 

上記の内容で、困ったことや相談があればご連絡ください。              

 

 

  特定看護師/感染管理認定看護師 

雪田 智子 

 

 

 

 

 

 


